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会員の皆様、明けましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いいたします。　
さて、県支部の会員も３００名余となり、今年度
は本会にとりましても正念場の年になるものと
予測しています。日本社会福祉士会も２万人の
時代となり、このたび定款の改正がされ、総会
を代議員で開催することができるようになり、
機動的な組織活動が展開できるようになりまし
た。この背景には、本会が、激しく変化する社
会福祉状況に的確に対応し、国民の福祉ニーズ
に積極的に対応することが期待され、このため、
本部組織の強化と支部組織を同時に強化するこ
とが問われる時代になってきたことを意味して
います。１９７３年以降、世界の経済、政治システ
ムが変化し、わが国においてもこれらの動向に
影響されながら、各種の行財政改革が推進され、
社会福祉基礎構造改革のもと、２０００年以降、社
会福祉法の改正、介護保険法の制定及び改正に
よる見直し、障害者自立支援法の制定がされる
など福祉サービス供給システムのあり方は、公
正、効率を基調として、地域を基盤とした利用
者主体のシステムにコペルニクス的に転換され、
それらの状況に対応する社会福祉士の専門性は
一段と期待されるようになりました。
改正介護保険法には、日本の社会福祉法制度
上にはじめて社会福祉士が地域包括支援セン
ターに本格的に位置づけされるなど、今後の活
動のあり方が注目されています。
中央の社会保障審議会福祉部会においては、
社会福祉士及び介護福祉士法の専門性を高める
法改正作業が開始され、改正法案が通常国会で

上程される段階を迎えています。このような状
況に対応して、本部、支部とも社会福祉士の専
門性と実力を涵養するために多面的な組織実践
活動を展開しなければなりません。
その第一は、支部における社団法人化です。
支部の法人化は現在、１３箇所ですが、１９年度
中には全支部の法人化を図り、県支部も昨年の
１２月には県と具体的な協議に入ったところです。
このため、これまでの仲良しクラブから法的な
責任が問われる公益団体を目指すことになり、
日頃にわたって継続的な組織活動を充実できる
ようにしなければなりません。このため昨年の
総会において、本会の組織を３部制とし、５つ
のブロックを組織し、会員が日常的に活動がし
易いように組織を再編成し、会員の全員が参加
活動できる組織にしたところです。
その第二は、総合相談、権利擁護、ネット
ワークに関する専門性の向上です。
社会福祉士の専門性はソーシャルワークにあ
り、人と環境の調整・改善にすることが主たる
役割ですが、特に権利擁護に関する仕事は重要
です。このため、他専門職、団体との連携をは
じめ、基礎自治体である市町村との協働活動は
とりわけ重要です。
その第三は、社会福祉士の職域拡大の取り組
みです。
社会福祉士法の改正に伴い、総合相談、権利
擁護、ネットワーク、経営、計画などの新しい
分野をはじめとしてこれまでの社会福祉主事制
度が任用されていた分野に社会福祉士が位置づ
けられる動きが急になることが予想されます。
県、各市町村、各施設、各事業所の運営・経営
において、公正、効率の価値を実現するために
は、人と環境の調整・改善を図る専門知と技術
を持つ社会福祉士のソーシャルワークが重要で、
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１）①太田　芳一、②③、県庁を退職し、特定
の所属はありませんが、ボランティアを含め
色々やっておりますので結構多忙な毎日です。
④２５年マラソンを続けており、今は７、８回
のペースでマラソン大会へ参加していますが、
練習の時間がとれず焦っています。

２）当委員会は、今年７月２７日の第３回理事会
において立ち上げが認められ、同９月１４日を
皮切りに第１回の委員会を開き、その後も先
進事例をもつ埼玉県の社会福祉士会の担当者
を招いて情報交換を行い、また件への予算請
求について検討しました。ソーシャルワーク
のアウトソーシングの流れの中で、県社会福

　平成18年10月、障害者分野においては、自立支援法の本格施行が始まり、医療分野
においては入院費等の改正により、退院促進がさらに進み、更なる関係機関との連携が
必要となっています。また高齢者の分野においては、地域包括支援センターが始動し、
社会福祉士の役割も法律により明文化され、今後の展開を期待されているところです。
栃木県社会福祉士会は、今後変動していく社会情勢に的確に対応し、また社会に貢献で
きる組織作りを目指し、委員会を目的ごとに細分化し、また県内5ブロックに分け、より
活動しやすい環境を作っていきます。
　さて今回は、各委員会・ブロックの理事さんに、自己ＰＲと各委員会・ブロックの紹
介をしていただき、より福祉士会活動を身近に感じていただけたらと考え、特集として
まとめてみました。
掲載内容は以下の通りです。
　委員会・ブロック名
　1）理事紹介：①理事名、②所属、③職種、④自己ＰＲ
　2）委員会の活動内容、抱負、
　3）現会員数

社会福祉士を任用することが大きなメリットが
あることを周知し、またその任用を働きかけた
いと考えています。
その第四は、公益活動の展開です。
社団法人化の大きな目的は、福祉国家から福
祉社会に移行するために本格的な公益活動を展
開できる質の高い公益法人となることです。県
内の家族や地域、市町村がかかえる地域の生活
課題である介護、就労、虐待、いじめ、家庭内
暴力などの福祉ニーズに的確に対応できる公益
団体として活躍したいと考えています。
その第五は、専門職団体の連携です。
社会福祉士の強みは、世界８８カ国のソーシャ
ルワーカー５０万人と連帯しながら、多様な職種

とネットワークを図ることのできる組織性に支
えられた専門性を備えているところです。社会
福祉の充実は、行政が中心に提供するシステム
から多様な主体、社会福祉法人、社団・財団・
ＮＰＯ法人、営利法人を含めたシステムに転換
され、安全で信頼のできる公正なサービスが提
供されることが望まれており、このことは、社
会福祉士一人では実現できず、組織性を媒介し
てこそ専門性が発揮されるものと考えています。
このため広範な専門職団体との連携がなにより
も大切です。
社会福祉士会はその中核たらんと考えていま
すので、会員ひとりひとりの熱い参加を期待し
ています。
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祉士会の専門性のアピールをコンセプトに、
（仮）自立支援委員のグループ制による配置
の方向で来年度と県から県社会福祉士会が委
託を受けたい旨折衝中です。
３）９名。
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１）①曽根　俊彦　②児童養護施設�下野三楽
園　③園長補佐　④毎日往復８０キロの道のり
を通勤している団塊の世代です。権利擁護に
関心があります。
２）平成１８年８月４日にとちぎ福祉サービス第
三者評価機構から「社団法人日本社会福祉士
会」として福祉サービス第三者評価機関の認
証を受けました。（認証番号　と機構０６－０１）
まだ評価実績はありませんが栃木県社会福祉
士会の収益事業の一翼を担える委員会を目指
して努力していきたいと思っております。
３）現在、とちぎ福祉サービス第三者評価機構
の評価調査者養成研修を受けた第三者評価調
査者が６名おります。毎年研修会があります
ので調査委員を増やしていきたいと思ってお
ります。また事務スタッフとしての若手を求
めています、関心のある方ご連絡下さい。
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１）①関　久美子、②芳賀町地域包括支援セン
ター（芳賀町社会福祉協議会から派遣）、③包
括の職種って、何をするのかな？「社会福祉
士」でいいのかな、④試合は見に行ったこと
はないが毎日「オールザレッズ」を聞いて情
報を仕入れている隠れレッズファン。優勝本
当によかった！がんばった！ウィアザレッ
ズ！
２）ぱあとなあとちぎは、２つの事業に別れて
います。１つは成年後見制度の斡旋、受任、
活動支援、といった成年後見人支援事業、も
う１つは、成年後見制度の普及、啓発活動で、
無料相談会や成年後見制度活用講座を開催し
ています。権利擁護の視点は、高齢者に限ら

ず、すべての人に共通です。後見人として活
動したい人はもちろん、活用講座を受講して
権利擁護の理解を深めましょう。
３）成年後見人名簿登録者　１２名（うち成年後
見受任者８名）、講座等の事業担当者　９名
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１）①西村　一志　②医療法人創生会　居宅介
護支援センターひばり　③管理者・介護支援
専門員　④趣味：野菜作り（実益も）　めだか
の飼育�なわとび
２）社会福祉士が総合相談の担い手になるよう
に、研鑽・勉強していく委員会です。
　　地域包括センター支援委員会・ぱあとなあ
とちぎと合同で、勉強会や相談会を開催でき
ればと思っています。
３）委員長（溝江幸子）の他、会員６名程、相
談会のスーパーバイザーを２名程予定してい
ます。
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１）①大石�　�剛史��②国際医療福祉大学�　医療福
祉学科�③講師�同大学ＩＵＨＷボランティア
センター　センター長�④２歳と０歳の二人
の子持ちです。現在「親業」勉強中。　専門は
地域福祉とボランティア・福祉教育です。
２）養成支援委員会は、社会福祉士国家試験受
験対策講座の実施等を通して、これからの社
会福祉士を目指す人たちを支援する活動を展
開しています。私たちの未来の仲間を増やす、
やりがいのある仕事です。委員随時募集中で
す。
３）現在１５名の委員で頑張っています。
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１）①鈴木　孝尚、②済生会宇都宮病院、③医
療ソーシャルワーカー、④地味な熱意？
２）研修交流支援委員会では、年に数回の研修
会を実施しています。研修を企画するに当た
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り、月に１回委員が集まり、活動を行ってい
ます。委員会では、研修会の企画・運営等に
ついて話し合っています。現在、委員は２０名
（男性９名、女性１１名）。所属は、地域包括支
援センター、���・���、社協職員、行政
職員、特養、デイサービス、授産施設や障害
者支援センターなど領域は様々です。
　　委員同士も仲がよく、メーリングリストを
利用し、事務連絡のほか、仕事で詳しく知り
たいことがあったときなどにも活用していま
す。新しい情報や、現場の人でないとわかり
にくい情報の収集など、情報交換することに
より、よりよい支援につなげる活動も行って
います。明るく楽しく、仲間と支えあい、み
んなでメリットを増やしていこうとお考えの
方がいましたら、気軽に話し合える仲間が集
まる委員会ですので、ぜひご入会ください。
３）現在会員数　２０名
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１）①寺内　貞雄、②高根沢西部地区包括支援
センター、③主任介護支援専門員、④惰性に
流されないように心掛けています。
２）現在の活動としては、毎回委員会を開催し
て１１月２５日～２６日に実施される地域包括支援
センター社会福祉士実務研修の取り組みを行
ないました。今後の抱負としては、県内の地
域包括支援センター職員（３職種）のネット
ワークを構築したいと考えています。当面は、
ブロック別の連携を図るための取り組みを行
なっていく。
３）１４名（�１８�９�２８現在）　
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１）①若倉　健、②国際医療福祉大学、③助手、
④社会福祉学の立場から主に「高齢者虐待」
や「男性介護者の問題」を専門に研究してい
ます。
２）社会福祉士及び社会福祉士会の実践・活動
を充実させることを目的とした調査研究や研

究誌の発刊を実施しています。臨床における
理論化を目指す方や調査研究に興味のある会
員を募集したします。
３）２名
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１）①長　秀紀、②足利障害者相談支援セン
ター（社会福祉法人�愛光園より派遣）、③コー
ディネーター、④マラソンが好きですが、最
近はご無沙汰しています。ランナーズハイを
知っているがゆえにまた気持ち良く走りたい
と思っています。
２）広報誌の発行、ホームページによる情報の
提供、新年会、合格者を祝う会等の運営など
を行い、社会福祉士会の組織強化をバック
アップします。職場にいて孤立している会員
を点ではなく面でバックアップしていけるよ
うネットワーク作りの一翼を担いたいと思っ
ています。一緒に活動していただける方募集
中です。
３）現在４名の人数が把握されています。
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１）①原田　欣宏　（はらだ　よしひろ）　②宇
都宮短期大学　③介護福祉専攻の教員です
（社会ではないんです・・・）　④最近、コー
ギーという種類の犬でもうすぐ二歳になる犬
を飼い始めました。名前が「ラッキー」とい
います。飼って２日目に左第二指を「ガブッ」、
つめに穴が開きました。今では仲良くなった
んで、これから私に「ラッキー」をもたらし
てくれることでしょう。
２）私が担当する「五団体関連事業委員会」の
委員は、とちぎ福祉プラザにある共同事務所
の運営委員会委員として携わることとなりま
す。私たちのほかに介護福祉士会、ホームヘ
ルパー協会、福祉医療事業協会、ソーシャル
ワーカー協会が共同で事務所を立ち上げ、栃
木県の福祉発展と向上のための事業を行なっ
ています。具体的には研修会、栃木ソーシャ
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ルワーク学会の開催などです。最近の課題と
しては、各団体の活動状況に大きな変化があ
るため、共同事務所に所属する団体で連携し
て栃木の福祉発展にどのような活動ができる
か、議論を重ねているところです。
３）現在社会福祉士会からは二名で参加してい
ます。栃木の福祉界を広く網羅するこの組織
の発展が栃木県の福祉向上につながる、とい
う意気込みでがんばりたいと思います。社団
法人化の問題とも密接に関係します。多くの
方に委員会に参加いただければと思っていま
すので、よろしくお願いいたします。
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１）①大門　亘　②日本大学医学部物理学教室�
③助教授　④温泉に行って、のんびりするの
が好き。とにかく、ぐーたら。生来のぐーた
ら兵衛で、しょっちゅうボーットしながら夢
の中で武者修行に行ったり、空を飛んだりし
ています。
２）日本社会福祉士会栃木県支部を社団法人に
することが目的の委員会です。社団法人にな
れば、地方自治体や各種団体からの福祉関係
の事業の受注が容易になりますし、各種助成
金事業への申請もしやすくなります。それら
の事業を会員が社会福祉士の名称で少しずつ
分担してこなして行けば、「社会福祉士さん
はこんな時、こんな所で活躍しているん
だ！」というように、社会福祉士の知名度、
認知度が上がり、「社会福祉士」という名刺で
仕事がぐっとしやすくなります。勿論、１０年、
２０年という地道な活動が実を結ぶのですが。
将来、「社会福祉士の名刺」が、「医師の名刺」
や「弁護士の名刺」と同じように、名刺を見
た瞬間、仕事の内容が瞬時に理解されるとと
もに、信頼を獲得できる名刺になってほしい
と思っています。そのスタートに立つための
社団法人化です。よろしくお願いします。
３）平成１８年１１月２日現在の委員：小野二千光、
天女目健二、本郷秀崇。委員募集中！
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１）①上新　達也、②介護老人保健施設マロニ
エ苑、③居宅支援事業所のケアマネージャー、
④趣味は音楽鑑賞とスポーツ観戦です。音楽
鑑賞はクラシックが好きでバロックから現代
ものまで幅広く聴きます。スポーツ観戦は野
球、アメフト、競馬などが好きです。�
２）県北は中央から遠く、なかなか県の活動に
参加しづらい状況かと思います。県北の社会
福祉士を組織化することにより、社会福祉士
同士の「仲間づくり」に少しでも貢献できた
ら嬉しく思います。県北の皆様、ご協力よろ
しくお願いします。
３）約４８名
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１）①菊池　浩史　②鹿沼市地域包括支援セン
ター（鹿沼市社会福祉協議会より派遣）③社
会福祉士　④ミステリーと邦画を愛し、いっ
こうに身につかない合気道とずいぶんご無沙
汰ですが登山が趣味です。
２）県西ブロックは日光市・鹿沼市・西方町を
擁するエリアです。会の活動に参加されてい
る方はもちろんのこと、「会に参加するのは
今さらだけど、近隣の社福士同士交流を持っ
たり研修できたらいいなぁ」という方大歓
迎！ブロック内での研修・交流の実施を目標
とし、その内容はブロック内の会員で一緒に
考えていきたいです。
　　そんなわけで、ブロック活動に参加してく
ださる方をただいま募集中！職場だけではな
く、さらに幅広いネットワーク（顔の見える
関係）を作りたい方、既存の会の活動には飽
き足らないが社福士としてさらに見識を深め
たい方、この機会にぜひ参加してみません
か？ブロック活動はまだ始ったばかりで、そ
の活動は未知数です。ブロックを立ち上げ、
一緒に語らってくれる方を求めています。
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１）①立川　正史　②地域包括支援センター東
宿郷　③ＳＷ　④最近結婚しました。一人暮
らしも長かったので、自宅に、犬以外に会話
をする相手がいるというのは良いな～と、し
みじみ思っています。
２）県央ブロックは栃木県の中央に位置し、県
庁所在地である宇都宮市を抱えています。当
然人口も多く、その分、地域に抱える都市型
の問題も多く存在し、解決すべきニーズも多
様にあります。しかし、同時に多様な技能を
持った会員の方もまた多く存在すると思われ
ますので、まずは会員間のネットワークを形
成し、地域の課題に迅速にアプローチできる
体制を整えていきたいと思います。活動の具
体的な方向として、交流会、研修会のような
単発での企画も検討していきたいとは思いま
すが、事例検討会のような継続的な学習会も
開催できればと思っています。
　　とにかく会員の方の生活圏域での活動を推
進していくことになりますので、県央ブロッ
クを通じて行いたい実践がありましたら、ど
んどん言ってください。ブロックを通じて、
皆様の実践を少しでもお手伝いできればと
思っています。地域の課題を把握していくた
めにも、まずは実践あるのみです。
３）現在、県央ブロックには１００数名の会員の方
が所属されています。
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１）①小田戸　豊行（おだとあつゆき）②那須
烏山市社会福祉協議会烏山支所③介護支援専
門員、④５年間知的障害者入所更生施設支援
員、その後２年弱ＮＰＯにて在宅障害児者の
地域支援をして、今年の２月から現職をして
おります。キャンプなどアウトドアが好きな
のですが、最近は子育てに集中しております。
２）今年度から発足したブロック制ですが、私
も含め各ブロック担当理事、どんな活動を皆
さんと作っていくか思案中です。身近な社会

福祉士会のブロックということで、参加し易
い活動を目指して、皆さんのお力を借りて進
んでいこうと考えています。よろしくお願い
します。
３）把握中ですが、人数少なめ。が予想されま
す。
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１）①藤見　雅嗣（ふじみ　まさつぐ）　②障害
者相談支援センター　みどり　③相談支援専
門員　④本業？はジャズトランペッターです。
時々、お手伝いでステージに参加しています。
日中は楽器代わりに話回る地域のソーシャル
ワーカーです。
２）県内全域から見る県南地区の人間像ってご
存知ですか？「内気な性格」という県民性を
持ちつつも、「オープン、ハッキリとした意見
を言う」など、活動的な性格を挙げられる事
があります。しかし、残念ながら現在活動し
ている委員会では、県南地区からの参加者が
少ないのが現状です。
　　今回エリアとして設定されたのが、西は足
利、東は野木、北は壬生と広範囲にわたって
おり、文化圏として考えてもひとくくりで考
えるのは至難の業です。
　　ここで、一番の悩みが「このブロックの地
域性」なのです。
　　まず、ブロック全体の課題を大きく打ち出
す事も大切ではありますが、逆の発想をすれ
ば、各々の細かい課題を整理しながら地域全
体の課題を導き出す事もできるのではないか
と思っています。そのようにして、小さな課
題と大きな課題の２本建てで「県南ブロック
の地域性」を追求していきたいと思っていま
す。
　　そこで、県南ブロックにおいては、潜在的
な活動的な地域住民の性質を活かしながら、
年齢や職種等の枠に捉われない会員の率直な
意見交換を基に活動を展開していきたいと考
えております。
　　参加する際の会場については特に定めてい

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



����������	
����

���

ませんが、数箇所の会場の巡回で参加しやす
い形式を検討しておりますが、会員の皆さん
のお勧め会場があればお知らせください。ま
た、随時、活発なご意見もお待ちしておりま
す。
３）会員数（潜在的には県内でも多数のエリア
でしょう）

資料（組織体制）９頁参照
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１）①岡田　敦史　②地域包括支援センター雀
宮�③社会福祉士　④野球や水泳を好んでい
ます。体育館内でのスポーツは拒否反応を示
します。（マット運動、バスケ、バレー）飛ん
だり跳ねたりできないんです����遊園地の
コーヒーカップは乗れません。回転系は脳中
枢がついていきません！
２）会員情報管理、会計、発送、役員会事務、
本部との事務調整、会務のマネジメントを主
に行っています。本会には、社会から対外的
な事業や活動の期待が最近多く寄せられてい
ます。社会からの期待にこたえられる社会福
祉士の体制づくりを目指しています。
３）事務局長１名、会計担当１名、発送担当２
名、会員情報管理１名、書記担当１名

�

　制度改正による高齢・障害・医療の分野にお
いて、現状と課題をそれぞれの分野で活躍され
ている社会福祉士に語っていただきます。今回
は、「動き出した地域包括支援センター～現状
と課題～」と題して２名の方にお願いしました。
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　鹿沼市では地域包括支援センター（以下包括
と略）は市直営で運営されており、私は社会福
祉士として配属されています。
　人口約１０万に対し、三職種各４名で、市内を
四地区に分け各チームごとに担当します。この
１２名は市役所内の一室に勤務しているため、各
職種ごと、また包括全体のことについて大変相
談しやすい体制になっています。
　鹿沼での予防プラン作成は、介護給付から予
防給付に変更になった方についてはできるだけ
ケアマネに担当していただき、新規で予防給付
になった方、また事業所の事情により依頼の
あったケースにつきましては包括がプラン作成
を行っています。このため社会福祉士も予防プ
ランの作成にかかりきりということはありませ
ん。
　ただし、包括での社会福祉士の業務は、他の
職種と比べると今ひとつはっきりしていない感
があり、「包括における社会福祉士の役割」をき
ちんと打ち出し他職種にも理解していただかな
いと、今後は予防プラン作成に手をとられ社会
福祉士の活動が曖昧になってしまうのではない
でしょうか。
　個人的には、虐待事例に対するスキルの低さ
から、その対応に戸惑ってしまうのが大きな課
題です。
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　地域包括支援センターがスタートしてもうす
ぐ１年が経ちます。地域包括支援センターで働
く私は「１年たってしまった・・・」という少々
落込む感覚。地域包括支援センターを各方面か
ら見ている方は・・・どんな思いをお持ちでしょ
うか。
私は現在、上三川町社会福祉協議会が受託す
る上三川町地域包括支援センターに社会福祉士
として勤務しており、保健師・主任ケアマネー
ジャーと合わせ３人体制で業務を行っています。
今までを振り返ってみました。
「社会福祉士ってやっぱソーシャルワークだ。」
包括にやってくるありとあらゆる相談に対応
するとき「根拠に基づくソーシャルワーク」を
人（ご本人や家族はもちろん、仲間や上司等）
に説明できてこそ包括が目指すチームでの援助
も可能になるし、住民に本当に頼りにされる包
括になれると思っています。その中心はやはり
ソーシャルワークを生業とする社会福祉士だな
と痛感しながら日々根拠とソーシャルワークに
追われる日々です。
「ネットワーク作りってつくるのかな？」
今、包括の業務の中で最も難しいと思うのが
ネットワーク構築です。ネットワーク構築とい
う言葉に惑わされ本質が見えていませんが、た
だぼんやりとネットワーク構築のキーワードは
「知っている」かな、と思っています。例えば
虐待ネットワークなら、「虐待を学んだ住民が
虐待の恐れがある家庭に気付き、前から知って
いる民生委員に相談し、虐待通報はどうすべき
か知っている民生委員は日頃から顔を合わせて
いる包括へ通報する」のように、結局「知って
いる」から成せる業を草の根で広げていくこと
がネットワークに繋がっていくのかもしれませ
ん。それには、いろいろな「知っている」をど
こでどうやって増殖させていくのかの企画力が
必要で頭が痛いです。
「包括は孤独・・・」

私は、県社会福祉士会包括支援センター支援
委員会に所属しています。そこで他の包括の仲
間たちと定期的に接していますが、それ以外は
ほとんど他の包括との接点がないのです。これ
は驚きでした。だから、自分のために仲間たち
へたっくさん連絡をしています。迷ったとき、
落込んだとき、うまくいったとき等々。実は、
これがネットワークやチームでの援助やソー
シャルワークの基本かもしれません。とにかく、
思ったより孤独に陥りやすい包括です。まだ現
場に包括の本質を理解してくれる人（３職種以
上に）が少ない現実もあります。泣きたくなっ
たら誰かに連絡しましょう。
以上３点について特に考えながら業務を行っ
てきました。先が見えない包括って言うけれど、
先は自ら作るものだから、来年度は目の前にい
る人に向き合いながらも、近い将来の地域包括
支援センターが住民から信頼を得て生き残って
いるためにはどうしたらいいか、本気で具体的
に考えるときだと思っています。そんなに簡単
じゃないけど・・・。
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栃木県社会福祉士会　組織体制 

地区別ブロック会５ブロック　 

　県北　　　　　　　　県西　　　　　　　　県央　　　　　　　　県東　　　　　　　　県南　 
　ブロック長　　　　　ブロック長　　　　　ブロック長　　　　　ブロック長　　　　　ブロック長 
　上新　達也　　　　　菊池　浩史　　　　　立川　正史　　　　　小田戸豊行　　　　　藤見　雅嗣 

　委員構成　ブロック長１名・組織委員１名・広報委員１名・研修交流支援委員２名・養成支援委員１名 

　※栃木県内の福祉士会員は、住所地または勤務地により自動的に各ブロックの構成員になります。 
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１．日本社会福祉士会各種変更届について
　　住所、氏名、勤務先等変更が生じた場合、
必ず日本社会福祉士会事務局への「変更届」
提出をお願いします。毎月月末までに本部で
変更処理を行い、翌月支部へ最新情報が送ら
れてくる流れとなっています。これを行わな
いと、支部からの案内が途切れてしまったり、
ブロック編成に支障をきたしてしまいます。
　　「変更届」については、年度当初に送付され
た「日本社会福祉士会２００６年度会員のしおり」
巻末に書式があります。また、日本社会福祉
士会ホームページからも書式をダウンロード
することができます。
２．会員専用メーリングリスト登録者募集中
　　県士会では、「フリーエムエル（������）」
を活用し、登録者への情報提供や登録者同士
の情報交流をメーリングリストを使って行っ
ています。現在８０名近い会員が登録を行って
おります。会員からの情報提供、求人情報、
お知らせ、わが町のイベントや研修の案内等
に活用いただいています。事前登録が必要と
なりますので、参加希望者は事務局までお申
し出ください。
　　また、アドレス等変更がある方も事務局ま
でお申し出ください。
３．会務への積極参加と会員の声を！
　　県士会では、栃木県の社会福祉増進に向け
ての活動を委員会を中心として実施していま
す。既に３００名近い会員が存在し、会の様々
な活動に期待を寄せている県民や行政機関も
少なくありません。
　　本会としては、貴重な能力を有している会
員の皆さんに会務に参加頂き、個人では発揮
しにくい社会福祉活動を、組織的な視点で支
援バックアップしていきたいと考えています。
　　委員会を通しての社会貢献活動を行い、栃
木の社会福祉の質を高めていきましょう。会
員皆さんの委員会加入で、会と会員が常に交
流が図られるような体制づくりを目指しま
しょう。

４．支部会費の納入について
　　支部会費を本部年会費と連動して口座引き
落し手続きをされていない会員については、
会員からの口座振り込みを指定口座にお願い
しております。平成１８年１１月１日現在で、振
り込みをされていない会員が４７名存在してい
ます。支部会費未納の会員の方は、下記の口
座に早急に振り込みをお願い致します。なお、
すでに振り込みをされている場合には、ご容
赦願います。

　納入先　足利銀行大田原支店
　　　　　普通預金　２９１９９７８
　　　　　栃木県社会福祉士会
　　　　　　　　　代表　大友崇義
　支払額　３�０００円（振り込み手数料は自己負担

でお願い致します）

　※振り込みが確認できない場合、会計担当よ
り催促させて頂きます。

　栃木県社会福祉士会　事務局長　岡田敦史
　〒３２０�８５０８　宇都宮市若草１－１０－６
　　　　　　　　　　　とちぎ福祉プラザ内
　���　０２８�６００�１７２５　���　０２８�６００�１７３０
　�������　��������	
��
�	�	���（件名に必ず

栃木県社会福祉士会○○の件と記載
してください）

�������

昨年は、介護保険の分野・障害の分野と
も大きな転換期を迎えました。みなさまど
のような気持ちで新年を迎えられたでしょ
うか。さて、組織広報委員となり初めての
会報発行となりました。前任の藤見さんに
は手取り足取り色々助けていただき、あり
がとうございました。
これからも魅力ある会報を作っていきた
いと思いますので宜しくお願いいたします。
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